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無
人
機
関
連
予
算
の
増
額
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

政
府
は
、
新
た
な
戦
略
三
文
書
に
お
い
て
無
人
ア
セ
ッ
ト
防
衛
能
力
を
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
当
た
っ
て
重
視
す
る
能
力

と
し
て
位
置
付
け
た
。
そ
の
後
、
岸
田
総
理
は
、
防
衛
力
整
備
計
画
の
下
で
、
各
種
無
人
機
や
無
人
車
両
、
無
人
潜
水
艇
等
の

研
究
開
発
を
進
め
、
積
極
的
に
導
入
を
し
て
い
く
考
え
を
示
し
て
い
る
（
令
和
五
年
四
月
四
日
衆
議
院
本
会
議
）
。 

 

ま
た
、
政
府
は
、
衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
攻
撃
型
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
二
一
一

第
六
七
号
）
に
お
い
て
、
自
衛
隊
が
所
有
し
て
い
る
ミ
サ
イ
ル
や
砲
撃
と
比
較
し
た
場
合
の
「
小
型
攻
撃
用
Ｕ
Ａ
Ｖ
」
の
優
位

性
に
つ
い
て
、
一
般
論
と
し
つ
つ
も
「
比
較
的
安
価
で
あ
る
こ
と
、
操
縦
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
、
自
衛
隊
員
の
生
命
及

び
身
体
に
対
す
る
危
険
や
負
担
を
局
限
で
き
る
こ
と
と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
」
と
し
て
、
無
人
機
の
有
用
性
を
認
め
て
い
る
。 

 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
六
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
Ｆ

三
五
戦
闘
機
な
ど
の
装
備
品
の
Ｆ
Ｍ
Ｓ
調
達
に
多
額

の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
一
方
、
無
人
機
関
連
予
算
は
、
そ
れ
に
比
べ
て
は
る
か
に
少
額
の
予
算
し
か
計
上
し
て
い
な
い
。 

 

防
衛
力
強
化
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
ア
セ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
我
が

国
の
防
衛
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
Ｆ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
高
額
な
装
備
品
の
調
達
を
抑
え
、
無
人
機
関
連
に
さ
ら
な
る
予
算
を
投
じ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 
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右
質
問
す
る
。 


